
子どもは、家族の宝であると同時に
社会の宝です
スクールカウンセラーって？
　スクールカウンセラーは、子どもたちの「心の専門家」
と呼ばれています。近年問題となっているいじめ、不登
校児童生徒の増加、心のありように関わるさまざまな問
題が生じていることを背景に、学校におけるカウンセリ
ング機能の充実を図るため、全国の学校に配置されるよ
うになりました。
　県では、主に中学校に配置しています。児童生徒や保
護者の抱える悩みを受け止めるとともに、教職員に対す
る助言・相談、研修や講話など、さまざまな場面で活動
をしています。聞き手に回るだけでなく、積極的なアド
バイスも行います。
　文部科学省の調査によると、スクールカウンセラーを
派遣した学校の暴力行為や不登校、いじめの発生率は、
派遣されていない学校と比べ、どれも低いとの報告がさ
れています。また小学校においても、少年非行の低年齢
化や中学校で増加する問題行動などの未然防止といった
観点からも、その派遣が求められているところです。そ
のため、市では先駆けて小学校の児童への助言や支援を
行うため、小学校へのスクールカウンセラー派遣を行っ
ています。
　スクールカウンセラーへの相談は各学校に加え、教育
委員会のカウンセリングルームでも行うことができま
す。気軽に相談してください。
※くわしい内容は、在学する小中学校または学校教育課
指導班（☎55-5726）に問い合わせてください。

巡回相談って？
　市では、学校教育の重点目標の一つとして「一人一人
の教育的ニーズに対応した特別支援教育を進める」を掲
げ、特別支援教育を支える学校体制の確立に努めていま
す。
　平成18年度から「特別支援教育体制推進事業」におい
て、特別支援連携協議会および専門家チーム・巡回相談
員を設置し、本事業を推進しています。巡回相談員は市
内に６人。２人１組で保育所や幼稚園、小中学校への巡
回を行っています。
　巡回相談は、保育所や幼稚園、小中学校から電話を受
けることから始まりますが、保護者からの相談も受け付
けています。保育所や幼稚園、小中学校において生活を
送っていく上で心配なことがある場合は、気軽に連絡し
てください。
※くわしい内容は、学校教育課指導班（☎55-5726）に
問い合わせてください。

　最近、家族旅行にはなかなか行っていない。仕事が忙
しいということもあるが、娘が中学校に入り部活動の休
みと合わないこともある。旅行も知識を得るための勉強
だと思っている。以前、砕氷船ガリンコ号に乗ったが流
氷がなく船酔いをしてしまったり、プチプチとした食感
がたまらない海ブドウを食べたりした。こうした子ども
のころの体験は、一生忘れない思い出になることだと思
う。

　私の初めての海外旅行は22歳のとき。友人とメキシ
コのチチェン・イッツァ遺跡へ行った。翌年からは、ア
メリカのグランドキャニオンやペルーのマチュ・ピチュ
など。
　その後は、研修を兼ねての千葉県青少年指導者海外派
遣団でイギリス、ドイツ、デンマークに。旧海上町のア
メリカホームステイ研修、オーストラリア視察研修など
と続いた。そこで出会った友人たちとは、今でも家族ぐ
るみの交際をしている。
　この７月には、市内中学生が東総地区広域市町村圏事
務組合主催のシンガポール研修に参加する。また今年は
海上地域の小学校５年生が、旭市の姉妹都市「沖縄県中

なか

城
ぐすく

村」との交流会に参加する予定だ。
　こういった研修を利用して旭市の子どもたちも外へ出
掛けてみると、たくさんの人たちとの出会いや感動があ
り良い経験になるだろう。そして、それは大きな財産と
なるはずである。

出掛けてみると
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